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平成30年 5月 12日発行 

創立 40 周年 大町山岳博物館友の会  第 175 号 

 
 

 

行事のご案内 

友の会 40 周年記念事業 

塩 の 道 を 歩 く 
 

 去年実施しました「友の会 40 周年アンケート」で、一番

の得票数（1票差ですが）を得ました「1泊 2日で塩の道を

歩く」を 40 周年記念事業の一つとして実施します。今回は

小谷村観光連盟公認塩の道ガイドさんと歩きます。地蔵峠

コース・大網峠コースを歩く予定です。 

 

《期 日》 6 月 30 日（土）～7月 1日（日） 

《場 所》 集合：午前 8時  サンテインおたり南駐車場 

1 日目：地蔵峠越えコース ・ 2 日目：大網峠越えコース 

天候、下見によりコースの変更あり 

《対 象》 友の会会員 

2 日連続で 1日 5～6時間の行程を歩ける体力のある方 

《ガ イ ド》 澤渡勇治さん・伊与田和良さん（小谷村観光連盟公認ガイド） 

《持 ち 物》 昼食、非常食、雨具等を含む登山装備一式 

《宿 泊 先》 サンテインおたり http://www.santeinn.jp 

長野県北安曇郡小谷村 2504-9    Tel 0261-82-2228 

《参 加 費》 ￥12,000 

【１泊２食＋2日目の昼食（おにぎり）保険代含む】 

《募集人員》 20 名（定員になり次第、締め切り） 

《申し込み》 5 月 22 日より 友の会事務局へ Tel/Fax 0261-23-6334 

締め切り 6 月 23 日 

参考 コース概要につきましては、小谷村の観光公式サイトをご覧ください。 

http://www.vill.otari.nagano.jp/kanko/trekking/shionomichi/index.html 
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平成 30 年度事業予定（参考） 

 

○鹿島槍ヶ岳カクネ里氷河調査報告会[共催事業]  

  6 月 9 日（土） 13:30-16:30 サン・アルプス大町 

○北アルプス地質見学登山「爺ヶ岳にカルデラ湖があった頃」[共催事業] 

  8 月 18 日（土）-19 日（日）柏原新道～種池山荘～爺ヶ岳中央峰 種池山荘泊 

○北アルプス誕生特別講演会「地質探偵ハラヤマ先生：北アルプス研究の最前線を

語る」[共催事業] 10 月 21 日（日） 13:30-15:30 講師 信州大学特任教授   

原山智先生 山博講堂 

○富山市科学博物館友の会との交流会（いしかわ動物園 富山市科学博物館 富山

県中央植物園 他） 10/13 日（土）-14 日（日） 

 

【担当役員報告】 

 平成 30年度山博友の会総会・記念講演・創立 40周年記念パーティー 

 

《期 日》 平成 30 年 4 月 15 日（日） 

総会 午後 1時〜午後 3時 

記念講演 午後 3時 10 分〜午後 5時 

パーティー 午後６時〜午後 8時 

《場 所》 山岳博物館 講堂 

《参加者》 総会 33 名 記念講演 53 名 パーティー 34 名 

 

[総会] 

 

 今年度の友の会総会は中畑さんを議長に行われ、平成 29 年度事業・会計報告、

平成 30 年度の事業・予算案が承認されました。 

 特に今年度事業に関しては、今までは

共催事業が主でしたが、今年友の会 40 周

年を記念して総会後に実施した「友の会

創立40周年記念パーティー」を皮切りに、

「小鳥の声を聞く会」・「1 泊 2 日で塩の

道を歩く」・「富山市科学博物館友の会

との交流」と四つの友の会単独事業を行

う予定です。それに加え山博との共催事
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業も四つあり今までにない多くの事業を予定しています。 

 また「記念パーティー」では、ニホンライチョウの飼育も始まり来館者の皆様に、

ライチョウをできるだけ身近に感じていただけるように、【モニター（デジタルサ

イネージ・台付）】を 40 周年記念として友の会より山岳博物館に贈呈をしました。 

 最後に長沢顧問より、多くの子供が参加した思い出話や今も変わらない友の会に

対する熱い思いを語っていただきました。 

 

[記念講演] 共催事業 

 

 40 周年を記念する今年は、山岳看護師の高橋恵子さんにより「楽しく安全な登山

のために」と題して、かねてより希望の多い山での安全を学ぶ講演が行われました。 

 体調管理や予防、そして、応急処置のやり方を通して、各自の登山に必要な水分

量や食事量のこと、もしものことを考えて、連絡先などを持ち歩くことなどがお話

されました。別項で要約を掲載します。 

 

 

記念講演  宮沢会長 挨拶              鳥羽館長 講師紹介 

 

記念講演   高橋恵子先生               応急処置実演  
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[パーティー] 

 

 《総会》・《記念講演》に続き本日のメインイベント《友の会創立 40 周年記念

パーティー》が開催されました。 

 先ずは友の会副会長有川さんの開会の挨拶で始まり、友の会会長宮澤さんよりフ

ァミリー会員を特徴として始まった友の会の歴史や現状のお話がありました。 

 ご来賓を代表して牛越徹大町市長より、ご祝辞をいただきました。市長からは、

友の会が自主的な活動を展開して館の活動にも協力していることに感謝を示され、

今後も会員一人一人の暖かい思いによる活動が広がっていくことを期待されまし

た。 

 そしてこの式典の一番の見せ場、山岳博物館へ友の会より記念品の【教育普及用

モニター】の贈呈式を行ない、皆さんにご披露しました。山岳博物館館長鳥羽さん

より、記念品贈呈の経過、新ライチョウ舎等での今後の活用法を含めたお話とお礼

の言葉がありました。 

 

 

パーティー  有川副会長 開会             牛越市長 ご祝辞 

 

パーティー   記念品贈呈               鳥羽館長 経緯説明  
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 堅苦しい式典はここまでで、乾杯のご挨拶を 40 年前に友の会で会計を担当され

ていた大町市教育長の荒井様よりいただき、待ちに待った会食が始まりました。 

 美味しい料理に舌鼓を打ち、会話も弾んで盛り上がったところで、一つ目のアト

ラクションとして山岳博物館の「ライチョウ教育普及用映像」の DVD を上映いた

だきました。二つ目のアトラクションは友の会 40 年の歴史を 100 枚余りのスライ

ドで上映しました。そのスライドを見ながら長沢顧問と宮澤会長が掛け合い漫才風

に面白おかしく解説していきました。 

 続いて、記念パーティーに先立ち記念講演を行っていただいた高橋恵子さんの旦

那様でもあり、一昨年山岳博物館の企画展「ライチョウ〜四季をまとう神の鳥〜」

の写真展を開催しました、写真家の高橋公平さんの最新のライチョウの映像の上映

と撮影状況の解説がありました。そして最後のアトラクションとして、友の会・丸

山優子さんと栗原寛子さんによる演奏があり、そのあとみんなで三曲ほど山の歌を

合唱しました。最後に全員で記念写真を撮り、長沢顧問に締めの挨拶をしていただ

き閉会しました。 

 お料理は種類も多く大変美味しくいただきました。ご用意していただいたミュジ

ージアムカフェ・ショップ「もるげんろーと」の山内さんには大変ご苦労をおかけ

したと思います。本当に有難うございました。 

 また、皆様にはご協力いただき大変盛り上がったパーティーになりました。今後

も友の会一同力を合わせ微力ながら博物館を盛り上げていけるように活動を続け

たいと思います。 

 

 

 

パーティー 荒井教育長 乾杯ご挨拶            パーティーのようす  
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パーティー  40 年の写真投影            高橋氏 ライチョウ映像上映 

 

パーティー  山の歌演奏・合唱            長沢顧問 閉会手締め 
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講演要約 ～楽しく安全な登山のために～ 山岳看護師 高橋恵子さん 

 

 宮澤会長、鳥羽館長の挨拶、紹介の後、高橋さんの自己紹介と山岳看護師とその

活動についてのお話から講演が進められました。 

 千葉県の九十九里近くでお生まれの高橋さんは、お父さんのスキー好きのため、

小さいころから長野県に親しまれていたそうです。大学時代、夏山診療所の活動の

中、燕岳で見た星空の美しさから山岳での活動にはまってしまい、信州大学に就職

し、山岳看護師の資格を取得されたということです。現在国内山岳看護師は 14 名、

国際山岳看護師は 3 名が認定されていますが、高橋さんは実地や座学などに二年を

かけてこれを取得されました。現在は信大病院の高度救命救急センターに勤務し、

山岳診療所での診療活動や山岳医療パトロールのほか、様々な啓発活動をされてい

ます。 

 山へ行くときに私たちが注意していることを高橋さんから投げかけられました。

睡眠、水分、食事等が上がりました。高橋さんからは、 

・体力、体調と時間に余裕を持った計画を立てる 

・前日から炭水化物をしっかり摂る 

・朝起きてから登山開始前にトイレに 2回以上行っている（水分が足りている） 

・持ち物に十分な水分とカロリーが入っている 

があげられ、具体的に数値も示されました。 

 必要な水分は「脱水量」から求められ、体重（kg）×行動時間（h）×５になり

ます（鹿屋体育大学山本正嘉教授）。体重 60kg の人が 5 時間行動する場合は、60

×5×5 で 1500ml となり、この 7～8割の水分を最低でも摂る必要があるということ

です。出発前にその一部を飲むことも勧められました。また、水だけ（お茶、紅茶

等も含む）では血液が薄まって利尿作用でおしっこになってしまうので、スポーツ

ドリンク（倍希釈）や塩飴などの塩分とともに摂るよう注意がありました。 

 どのくらいの食料（カロリー）を摂ればよいかも、脱水量と同じく、体重（kg）

×行動時間（h）×５で求められ、これを 2 時間ごとに補給するようお話されまし

た。 

 高山病は、脱水を予防して血液の循環を良くすることが大切であるとお話されま

した。酸素が血液にとりこまれやすくするための呼吸法として、少し先のろうそく

を吹き消すような、ふーーーとゆっくりした息を吐く呼吸を 10～15 分くらいする

こと、睡眠は呼吸を浅くしてしまうので小屋についても一時間くらいは寝ないこと

が指示されました。 

 医療側として、持ち物で大切なものとして、登山行程と緊急連絡先の携行があげ
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られました。連絡をとるところ、持病（投薬されている薬）やアレルギーの有無な

どの情報が直ちにほしいということです。きちんとした情報を持って山に入る、単

独行でも、誰かに事前に計画を伝え下山連絡をする。身勝手が許されるわけではあ

りません。 

 後半は、友の会が準備したいくつかのザックから水分や食料のチェックがありま

した（各自ちょっと指摘されるような用意をしていました）。そして、その持ち物

から、もしもの場合、どのような救護ができるか、実演（ご主人の高橋広平さんが

モデル）を交えてお話いただきました。 

 低体温症では、中に乾いた暖かいものを着せてツェルトやシートで外側をくるん

で風を遮る（道警式低体温症ラッピング）、糖分の入った暖かいものを飲ませる、

意識が無いような状況では袋状の水筒にお湯を入れて、服 1枚ぐらいの上から直接

心臓を温める（意識があれば、脇の下や足の付け根などで良い）。 

 骨折では、新聞紙、傘などで添え木をしてテープで固定する、足の捻挫では、三

角巾で靴の上から縛り上げる、膝痛では、タオルを巻いて伸縮包帯で巻き上げる、

等々お話されました。三角巾と包帯はファーストエイドキットに必須です。 

 なお、救護に当たっては、自分自身の安全を確保すること、パーティーの技量体

力装備で救護できるか考える、足りなければすぐに救助を要請すること、そして、

血液には素手で触れないことの注意もありました。 

 高橋さんからは、私たちが山に行くにあたって、どのくらいの水分が必要なのか、

エネルギー補給が必要なのか、そしてもしもの時のためにどのような対応が必要な

のか、大変重要なお話を伺うことができました。会場からの質問も多く、充実した

講演、講習となりました。 

 「今日の講義が皆さんの楽しく安全な登山のための一助となるよう願っています。 

また、山でお会いしましょう。」笑いと拍手で講演が閉じました。 

 山 岳 看 護 師 等 に つ い て 詳 し く 知 り た い 方 は 、 日 本 登 山 医 学 会

（http://www.jsmmed.org/）を検索ください。鹿屋体育大学の山本正嘉教授の資料

は https://www.jpnsport.go.jp/tozanken/Portals/0/kougisiryou/H24haru%20unndouseiri.pdf を

検索ください。なお、講演の全編をお読みになりたい

方は、編集後記にある丸山までご連絡をください。 

 

 なお、ご主人の高橋広平さんのライチョウ写真集

（新版）「雷鳥～Messenger from God, who wearing 

scenery～」 は、山博もるげんろーとで取り扱い中で

す。[PR]  
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【報告】 

 

 

 活 動 報 告 上田太郎山  

 

《月日》4月７日（土） 《天気》曇り時々晴れ 《参加者》16 名 

 

《コース状況：その他周辺情報》 

 上田太郎山（1164ｍ）は上田市街地の北側、西の

虚空蔵山と東の東太郎山の間に聳える。頂上からの

展望がよく、上田市民の山として愛され、多くの登

山者に登られる。今回は最も一般的な表参道から登

り、裏参道を下山コースとした。 

 上田市街地から隣の虚空蔵山に「太郎山の逆さ霧」

（有川さん談）が見えた。上田バイパス山口交差点

を北に曲り、やや細い道を 1.5ｋｍほど上り、裏参

道への林道と別れて左側の道に下る。すぐの沢を越えると、その付近の路肩が 10 台

前後の駐車スペースとなる。登山道はいきなり階段の急登であるが、その後は道が広

くて快適である。沿道には石造りの祠が 1丁ごとにおかれ目印となっている。登るに

つれてやや傾斜が緩くなってくる。石切り場、石の鳥居を過ぎ、赤い大鳥居をくぐっ

て石段を登ると太郎山神社である。参拝、記帳をすませ、本殿の横の狭い通路を裏側

へ回る。少し下ってから、少し登ると目の前がぱあーっと開け、太郎山山頂に出る。

今回は見えなかったが、北アルプス、富士山の遠くまで望められる。美ヶ原、蓼科山

などが見え、上田市街、塩田平の全様が眼下に広がる。下りは車も通れる広い道の裏

参道とする。頂上直下は神社には廻らず、近道をした。裏参道には、この地にまつわ

る民話の説明看板が９枚あり、思わず立ち止まって読んでしまうとともに、目印にも

なる。途中カモシカやテンにも遭遇し、コブシやサイ

烏帽子の会 
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カチの大木などにも目をみはり、１時間ほどで裏参道登山口に降りた。歩きにくいコ

ンクリート舗装道路を表参道駐車場まで戻る。 

 

《感想》 

 天気予報では荒天であったが、当日は日差しもあるまずまずの天気であった。富士

山が見えなかったのは残念。コースタイムでは１時間ほどの記載のものもあるが、１

時間 50 分を要した。実際に追い抜かれるばっかりであったが、無理をせず遅い人の

ペースに合わせるとやむを得ないと思う。神社もあり、ボランティアなどによりよく

整備された歩きやすい山であった。緑の季節にも再び登ってみたい山である。 

 

《コースタイム》 
大町市役所 7：20 松川村役場 7：30 池田町役場 7：50

＝＝8：50 道の駅青木トイレ 9：00＝＝9：30 表参道登

山口 9：50-------10：40 石鳥居-------11：23 大鳥居

-------11：30 太郎山神社 11：35-------11：40 太郎

山山頂（昼食）12：30------（裏参道）-------13：35

裏参道登山口 13：28-------14：00 表参道登山口 14：

05＝＝＝14：35 大法寺三重塔 14：55＝＝＝15：05 田

沢温泉ますや旅館 16：10＝＝＝17：10 池田町役場（松

川道の駅、大町市役所） 

 

次回山行（総会）予定（参加にはサークル加入が必要です） 

 

日時：2018 年 5 月 26 日（土曜日） 

コース：池田町クラフトパーク⇒滝沢城址⇒田ノ入⇒東山尾根歩き⇒クラフトパーク

安曇野東山包美術館（昼食・総会・絵画展鑑賞） 

サークル烏帽子の会へのお問い合わせは、事務局（電話：0261-23-6334）まで。 

 

 

 

○大北地域の植物調査のご案内 

 当サークルでは、今年度より博物館が実施している植物調査（大北地区：大町市・

池田町・松川村・白馬村・小谷村）に協力しています。 

 調査は、これまでに植物の標本点数や情報の少ない箇所（信州大学および長野県環

境保全研究所の標本データによる）を 10 地区取りあげ、それらの地区を重点的に調

査するものです。といっても、険しい山や保護地区といった場所ではなく、道端や田

んぼ、畑といった身近な場所です。ですので、４月はオオイヌノフグリやヒメオドリ

コソウといったいわゆる雑草を採集して、乾燥標本（さく葉標本）をつくりました。 

 どうして身近な場所での調査なのか？ それはこれまでに身近な場所で植物が採

集されずに、山の上や特別な場所での採集が多かったからです。つまり、見落とされ

ていたのです。 

花めぐり紀行 
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 調査は基本的に毎月第三土曜日の午前中に採集（目標 10 点／1 人：重複しないよ

うに！）、午後に標本づくりを行います。 

 ５月 19 日（土）は、午前９時～正午：植物採集 午後２時～４時：標本づくりの

内容で行います。 

 興味のある方は、当サークルまでお問い合わせください。 

 

○高山植物の植え替え作業のご案内 

 博物館が芽生えから育てている高山植物の植え替えを３日間（5 月 30 日（水）31

日（木）・6 月 1 日（金）））お手伝いします。植え替えられた植物は、博物館が行

っている高山植物の生活史研究に供されるのをはじめ、成長により順次、付属園に移

植されていきます。 

 現在はライチョウ舎のまわりに移植してお花畑の創出を目指しています。 

 興味のある方は、当サークルまでお問い合わせください。 

 ※譲渡・販売はありません。 

 

 

 

 4 月 8 日、22 日の 2回、サクラソウの

除草、植替えを行い、29 日に大町駅に搬

送しました。今回は、中小学生の兄弟の

参加もあり 16 名と多くの会員の協力が

ありました。「信州花フェスタ 2019」が

来春に開催が予定され、今年度はプレイ

ベントとして大町駅前周辺に花壇が作ら

れ、サクラソウも一緒に展示されました。

早春賦歌碑前の広場から歩道に展示され

たサクラソウは、例年になく美しく見え

ました。20 日に博物館に戻され

るまで、サクラソウは乾燥に弱

い植物のために、午前・午後 2

回かん水を学芸員と協力しなが

ら行います。 

 4 月 18 日、大町公園の桜と一

緒に、博物館で管理しているサ

クラソウがＮＨＫ長野放送局

「イブニング信州」に紹介され

ました。 

《今後の活動予定》 

○10 月まで毎月第 4 日曜日にサクラソウの植替え、博物館周辺の除草等環境整備 

ボランティアサークル 
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○「山と博物館」「ゆきつばき通信」の発行に合わせ毎月第 4日曜日に発送作業 

○連休等休日の館内ガイド、案内 

○館内ガイド等のために研修会を計画（発送作業のない月に実施、10 月 13 日～14 日

に本会の協力事業として富山市科学博物館友の会と交流を兼ねて、動物園、植物園

見学等） 

《随時会員募集中》 

 ボランティアサークルでは、一緒にボランティアに参加して下さる方大歓迎です。

ボランティア保険に加入手続きが必要ですので、事前に博物館までご連絡下さい。 

（ボランテイアサークル事務局・有川記） 

 

ゆきつばき通信編集室より          
 総会、記念講演会と山博友の会創立 40 周年記念パーティーが滞りなく行われました。参加

いただいた皆様に感謝いたします。重ねてのご案内になりますが、今年度は、記念の「ゆき

つばき」を発行いたします。皆さんの友の会活動への思いを在籍年数に関らずお寄せいただ

ければと思います（要項はゆきつばき通信 174 号をご覧ください）。 

 山岳博物館の「山と博物館」は季刊となりました。次号は 6月末の発行を予定しています。

ゆきつばき通信はなるべくその間を補完する形で発行していきたいと思います。通信にも皆

さんの投稿をお願いします。 

 今回の題字は、初期のゆきつばき通信のものを使用してみました。 

〔投稿先〕 

編集部丸山アドレス takuya-m＠juno.ocn.ne.jp （件名に「ゆきつばき通信」「ゆきつば

き」等を付けてください） もしくは、山岳博物館の事務局に郵送してください。 

（丸山卓哉） 

 

 

 

 

ゆきつばき通信 第 175号 

発行／大町山岳博物館友の会  平成 30 年 5 月 12 日 

〒398-0002 長野県大町市大町 8056-1 

 大町山岳博物館内 山博友の会事務局  Tel/Fax 0261-23-6334 

山博ページ http://www.omachi-sanpaku.com/ 
友の会は、山博の情報発信のために山博ホームページの維持に協力しています 

 

会費のご案内 

会費振替口座番号 00550－2－24194 加入者名 山博友の会 

ファミリー 4,000 円  個人 3,500 円  学生 2,000 円 
※ファミリー会員とは、同居または扶養家族をさします。学生会員とは、小学生～大学生までをさします。 

4 月が年度切り替えとなっています。中途入会の場合は年度当初にさかのぼって出版物等を配布します。 

賛助会員につきましてはお問い合わせください。 


